
長期経営計画 財務方針の見直し

1

資本効率 財務の健全性 株主還元

改
定
後

ROE8％以上
（5年平均）

ネットキャッシュプラス
自己資本比率50％以上

DOE 2%以上 かつ
総還元性向30％以上

・資本効率の指標導入 ・CB償還等による
財務基盤の安定化に伴い、
方針を緩和

・安定配当の方針は維持

・配当施策、自社株買いに
よる機動的な資本政策に
より、株主還元を強化

改
定
前

連結経常利益率
10%以上

D/Eレシオ0.5倍以下
ネットキャッシュプラス
自己資本比率55％程度

DOE 2%以上を保持
配当性向30％目途に段階的に
引き上げ

 資本効率を意識した事業運営、事業成長に取り組むほか、持続的な成長に向けた投資を積極的に実施
 財務の健全性を維持
 安定的・継続的に加え、業績連動を加味した機動的な株主還元を実施

※ 配当性向＝配当金÷純利益

※総還元性向＝（配当金＋自社株買い）÷純利益

※2022年11月11日より財務方針を変更しました。詳しくはこちらをご覧ください。

https://www.sodick.co.jp/ir/pdf/02/financial_policy_20221111.pdf

